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令
和
５
年
度 

施
政
運
営
方
針

「
来
て
よ
し
・
住
ん
で
よ
し
」の
ま
ち
へ
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の
医
療
費
助
成
な
ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

加
え
て
、通
園
バ
ス
園
児
置
き
去
り
事
案
を
防

止
す
る
た
め
の
安
全
装
置
を
バ
ス
内
に
設
置

し
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
町
の
教
育

活
動
で
は
、授
業
や
家
庭
学
習
で
活
用
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
充
実
し
、多
様
な
児
童・生

徒
た
ち
を
だ
れ一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、効

果
的
な
授
業
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、町
内
産
の
食
材

を
使
用
し
た
給
食
の
提
供
な
ど
で
食
育
を
進

め
、児
童
生
徒
か
ら
募
集
し
た
献
立
の
実
施
、

行
事
食
の
提
供
な
ど
、魅
力
あ
る
学
校
給
食
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
住
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、行
政
、住
民
が
協
働
し
て

地
域
の
総
合
的
な
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
４
期
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、各
福
祉

団
体
と
連
携
し
て
、地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
人
が
、

で
き
る
限
り
自
立
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
努
め
る
と
と
も
に
、

認
知
症
へ
の
対
応
と
し
て
地
域
支
援
推
進
員

の
配
置
や
本
人
・
家
族
へ
の
支
援
、認
知
症

予
防
教
室
の
実
施
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、か
な
ん
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、１
０
０
歳
体
操
、介
護
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。ま
た
、か
な
ん
ぴ
あ
に
温
水
洗
浄
便

座
を
設
置
す
る
ほ
か
、国
民
健
康
保
険
加
入
者

へ
の
特
定
健
康
診
査
の
対
象
年
齢
を
町
独
自

で
40
歳
以
上
か
ら
30
歳
以
上
へ
と
拡
大
す
る

と
と
も
に
、受
診
率
向
上
の
た
め
、個
人
通
知

に
よ
る
受
診
勧
奨
や
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
ま
す
。

　

地
区
集
会
所
は
、引
き
続
き
経
年
劣
化
の
進

ん
だ
箇
所
の
改
修
を
順
次
行
い
ま
す
。

　

大
宝
地
区
公
民
館
は
、屋
上
防
水
や
外
壁
改

修
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
、電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
の
長
寿
命
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
は
、町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
な
ど
と
連
携
し
て
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
り
ま
す
。ま
た
町
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
シ
ャ
ワ
ー
設
備
の
改
修

な
ど
管
理
棟
の
長
寿
命
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

イ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

防
犯
力
の
強
化
と
し
て
、他
市
町
村
と
の
境

界
や
地
区
間
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、地

区
が
設
置
す
る
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
に
対

す
る
一
部
助
成
、電
気
料
の
補
助
増
額
を
行
い

ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
の
実
現
の
た
め
に
は
、母
子
が
健
康
で
生
活

で
き
る
よ
う
、健
診
や
医
療
体
制
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

弱
視
の
早
期
発
見
の
た
め
３
歳
６
か
月
児

健
診
で
の
屈
折
検
査
の
追
加
、新
た
に
不
育
症

治
療
費
助
成
を
行
う
な
ど
、疾
病
の
予
防
や
早

期
発
見
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
独
自
施
策
と
し
て
新
生
児
に
５
万
円
の

給
付
を
実
施
し
ま
す
。そ
の
後
も
令
和
６
年
度

に
は
１
歳
児
ま
で
、令
和
７
年
度
に
は
２
歳
児

ま
で
拡
充
し
、合
計
15
万
円
の
給
付
を
検
討
し

ま
す
。ま
た
、第
２
子
以
降
保
育
料
無
償
化
、幼

児
教
育・保
育
施
設
の
副
食
費
実
質
無
償
化
、

園
児
の
オ
ム
ツ
持
ち
帰
り
を
園
で
処
分
す
る

取
組
、学
校
給
食
費
の
全
額
助
成
、22
歳
以
下

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
が
重
要
で
あ

り
、情
報
の
収
集
と
備
え
が
必
要
で
す
。

　

防
災・減
災
の
観
点
か
ら
、災
害
の
未
然
防

止
、安
全
性
の
確
保
の
た
め
、河
川
の
護
岸
改

修
や
河
川
の
し
ゅ
ん
渫
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。ま
た
、土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
、土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
の
家
屋
移
転
、補

強
対
策
の
助
成
、木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の

一部
補
助
、木
造
住
宅
の
除
却
費
の一部
補
助
な

ど
、災
害
時
に
お
け
る
倒
壊
家
屋
の
危
険
性
排

除
に
努
め
ま
す
。

　

消
防・救
急
体
制
は
、令
和
６
年
４
月
か
ら

の
消
防
広
域
化(

一
部
事
務
組
合)

に
向
け
、高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
や
15
ｍ
級
の
は
し
ご

車
整
備
に
か
か
る
負
担
を
行
い
、広
域
化
に
よ

る
消
防
力
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
強
化
と
し
て
、分
団
車
庫
の

整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
支
援
を
行

い
ま
す
。災
害
時
は
、自
助・共
助・公
助
の
３
つ

が
重
要
で
す
。引
き
続
き
防
災
訓
練
、防
災
士

資
格
取
得
の
促
進
、フ
ァ
イ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
や
フ
ァ

子
育
て
と
教
育

安
全
・
安
心

生
涯
活
躍

町
は
、令
和
５
年
度
予
算
案
を
３
月
定
例
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
。森
田
町
長
は
施
政
運
営
方
針
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
体
系
に
基
づ
き
、主
要
な
施
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

▽
問
い
合
わ
せ　

秘
書
企
画
課
秘
書
企
画
係
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ス
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
と
や
ま
な
み

タ
ク
シ
ー
の
運
行
状
況
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、町
の
豊
か
な
自
然

や
歴
史
、文
化
的
な
景
観
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
、交
流
人
口
を
増
加
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

町
に
は
、金
山
古
墳(

国
史
跡
指
定)

や
、日

本
遺
産
の「
葛
城
修
験
」に
属
す
る
２
つ
の
経

塚
な
ど
、歴
史
を
有
し
た
文
化
財
が
あ
り
、町

内
外
の
人
が
自
然
や
歴
史
の
魅
力
を
知
り
、親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

葛
城
修
験
日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会
と

連
携
し
て
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
講

座
を
実
施
す
る
な
ど
、ま
ち
の
魅
力
発
信
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、町
で
は「
美
し
い
河
南
町
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
町
全
体
で
行
う
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
、景
観
の
保
全・美
化
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

宣
言
し
ま
し
た
。住
民
、事
業
者
、行
政
が一
丸

と
な
っ
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る

た
め
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、引
き
続
き
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
や
公
用

車
へ
の
電
気
自
動
車
の
導
入
、新
た
に
電
気
自

動
車
等
充
電
設
備
の
設
置
補
助
を
行
う
な
ど
、

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
大
き
く
加
速
し
ま
し
た
。ま

す
ま
す
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
、デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｄ
Ｘ)

を

活
用
し
た
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
す
。

　

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、Ｒ
Ｐ

Ａ
な
ど
技
術
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
目

に
見
え
る
形
で
推
進
し
ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡

充
な
ど
、ス
マ
ー
ト
な
窓
口
の
実
現
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化

し
、効
率
的
な
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
が
示
す
仕
様
に

合
わ
す
た
め
、自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
取
り
組
み
、令
和
７
年
度
末
に
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
へ
移
行
す
る
た
め
の
業
務
に
順
次
取

り
組
み
ま
す
。

構
想
を
基
に
、基
本
計
画(

案)

の
策
定
や
土
地

利
用
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画(

案)

の
策

定
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、カ
ナ
ち
ゃ

ん
コ
イ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
の
駅
か
な
ん
の
拡
張
エ
リ
ア
は
、舗
装
す

る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
、暫
定
的
に
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
は
、主
要
地
方
道
柏
原

駒
ヶ
谷
千
早
赤
阪
線(

山
城
バ
イ
パ
ス)

、国
道

３
０
９
号(

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス)

な
ど
の
幹
線

道
路
の
早
期
整
備
を
府
に
要
請
す
る
と
と
も

に
、国
に
対
し
大
阪
南
部
高
速
道
路(

大
南
高)

の
実
現
を
働
き
か
け
ま
す
。ま
た
、集
落
内
道

路
や
集
落
間
道
路
の
舗
装
打
ち
替
え
工
事
の

実
施
、橋
梁
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し・設
計

委
託
と
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
は
、な
か
む
ら
公
園
の
ト
イ
レ

を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
と
も
に
洋
式

化
し
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
は
、大
宝
第
１
排
水
区
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
関
係
で
は
、カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、活
力
あ
る

ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、人
口
減
少
を

抑
制
し
て
い
く
取
組
が
必
要
で
す
。

　

町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、三
世
代
同
居・近
居
支
援
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。ま
た
、空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
空
き
家
が
成
約
と
な
っ
た
場
合
に
成
約

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
事
業
は
、境
界
測
量
、実
施
設
計
、

換
地
計
画
の
策
定
を
行
い
、農
業
経
営
の
安
定

化
に
向
け
て
、大
阪
府
や
地
元
農
家
と
共
に
事

業
を
進
め
ま
す
。　

　

産
業
振
興
を
図
る
た
め
、新
た
に
創
業
す
る

人
に
対
し
、経
費
の一
部
を
補
助
す
る
取
組
を

新
た
に
行
い
ま
す
。ま
た
、本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
つ
い
て
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

町
中
心
部
の
公
共
施
設
の
再
編
整
備
は
、

大
阪
芸
術
大
学
と
共
同
研
究
を
進
め
て
き
た

快
適
・
賑
わ
い

自
然
と
歴
史

一
歩
先
を
行
く

カナちゃんコインで地域の活性化を

現在の柏原駒ヶ谷千早赤阪線

デジタル窓口システムの導入へ



当
初
比
1.

1
％
増)

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、地
方
交
付
税
は
、21
億
５
，０
０

０
万
円(

前
年
度
当
初
比
2.

4
％
増)

、繰
入
金

は
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、５
億
５
，２
２

５
万
円
、町
債
は
２
億
８
，４
０
０
万
円
な
ど
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
、25
億
６
，６
０
９
万
円(

前
年
度

当
初
比
2.

7
％
増)

で
、乳
幼
児
給
食
費
助
成

事
業(

に
こ
に
こ
ラ
ン
チ)

や
第
２
子
以
降
保
育

料
無
償
化
、町
独
自
に
育
児
・
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、よ
り
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き

　

令
和
５
年
度
は
、ま
ち
づ
く
り
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。都
市
像「
来

て
よ
し
、住
ん
で
よ
し『
あ・な・ば
』か
な
ん
」の

実
現
に
向
け
、子
育
て
と
教
育
の
ま
ち
、快
適

で
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
、自
然
と
歴
史
に
囲
ま

れ
た
ま
ち
、一
歩
先
を
行
く
ま
ち
な
ど
の
体
系

に
基
づ
い
た
事
業
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　

町
税
は
、社
会
経
済
活
動
が
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、14
億
７
，６
０
０
万
円(

前
年
度

42023.4

歳入 65億2,432万円

使用料ほか
1億5,046万円
(2.3%)

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

4,710万円
140万円

 1,900万円
 1,200万円
2,700万円

3億8,000万円
4,200万円
600万円
1,415万円
200万円

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
繰越金

 214万円
1億1,498万円

334万円
3,000万円

その他の内訳 使用料ほかの内訳

自主財源…町税や使用料など、町が自主的に徴収・収納することができる財源を
　　　　　いいます。
依存財源…国や府の関与を受ける財源をいいます。

令
和
5
年
度
の

予
算

総額

6,620
111億

万円
一般会計65億2,432万円

歳
　
入

歳
　
出

一
般
会
計

ま
す
。

　

総
務
費
は
、９
億
３
，０
８
８
万
円(

同
2.

0

％
減)

で
、デ
ジ
タ
ル
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

循
環
バ
ス
な
ど
の
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
住
民
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、公
用
車
に

電
気
自
動
車
の
導
入
な
ど
を
行
い
、脱
炭
素
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
費
は
７
億
９
，８
６
９
万
円(

同
１
９.

９

％
増)

で
、引
き
続
き
学
校
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
を
行
い
、教
育・子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、大
宝
地
区
公
民
館
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
管
理
棟
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、公
債
費
６
億
４
，３
０
９
万
円

(

同
9.

2
％
増)

、衛
生
費
５
億
２
，９
０
６
万

円(

同
2.

4
％
増)

、土
木
費
４
億
３
，５
２
２

万
円(

同
1.

8
％
減)

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、従
来
か
ら
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
や
教
育
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、学

校
給
食
費
全
額
助
成
や
育
児・子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
と
し
て
、出
生
時
に
町
独
自
で
給
付
を

行
う
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
４
年
３
月
に
宣
言
し
た
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
の一環
と
し
て
、脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
や
公
用
車
の
電
気

自
動
車
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。加
え

て
、住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、デ

ジ
タ
ル
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
る
行

政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス
マ
ー
ト
窓
口
の

実
現
に
取
り
組
み
、「
来
て
よ
し・住
ん
で
よ
し
」

の
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
コ
メ
ン
ト

　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。予
算
総
額
は
、１
１
１
億
６
，６
２
０
万
円

(

前
年
度
当
初
比
3.

1
％
増)

で
す
。一
般
会
計

は
65
億
２
，４
３
２
万
円
で
、国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計(

下
水
道
事
業
会

計
含
む)

は
46
億
４
，１
８
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

人
事
財
政
課
財
政
係

自主
財源
34.9％依存

財源
65.1％

町　税

町債
2億8,400万円
(4.3%)

町民税
7億6,544万円
(11.7%)

14億7,600万円
(22.6%)

固定資産税
5億6,537万円
(8.7%)

その他の町税
1億4,519万円
(2.2%)

繰入金
5億5,225万円
（8.5%)

地方交付税
21億5,000万円
(33.0%) 諸収入

 7,424万円  (1.1%)
寄付金
2,500万円  (0.4%)

国庫支出金
7億1,597万円
(11.0%)

府支出金
5億4,575万円
(8.4%)

その他 
5億5,065万円
（8.4%）



5 2023.4

安全・安心に住めるまち
　地区防犯カメラ設置補助事業
　大阪府急傾斜地崩壊防止工事負担金助成事業
　消防事務委託事業
　大阪南消防広域化事業
　分団消防車庫建設事業
子育てと教育のまち
　子ども医療助成事業
　かなん医療Ｕ-22 助成事業
　育児・子育て応援事業
　第２子以降保育料無償事業
　多様な集団活動事業の利用支援事業
　乳幼児給食費助成（にこにこランチ）事業
　通園バス運行事業
　母子保健事業
　出産・子育て応援事業
　ＧＩＧＡスクール構想事業
　学校給食費無償化事業
みんなが生涯活躍できるまち
　計画策定事業（介護特会）
　障がい福祉計画策定事業
　保健事業（健康診査等）
　健康かなん２１計画策定事業
　中学生異文化体験型研修事業
　イングリッシュキャンプ実施事業
　大宝地区公民館改修事業
　テニスコート改修事業
　スポーツ振興事業
快適で賑わいのあるまち
　町ＰＲイベント等実施事業
　三世代同居・近居支援事業
　かなん公共交通活性化事業
　地域公共交通計画策定事業
　バスロケーションシステム導入事業
　公共施設再編整備事業
　地域活性化推進事業
　なかむら公園トイレ棟水洗化改修事業
　木製玩具等（出生記念）配布事業
　おおさか河内材利用促進事業
　かなんベンチャーサポート事業
　地域通貨（カナちゃんコイン）推進事業
　道の駅かなん整備事業
　橋梁長寿命化事業
　公共下水道整備事業（雨水）
自然と歴史に囲まれたまち
　電気自動車導入事業
　太陽光発電システム設置補助事業
　ゼロカーボンシティ事業
　電気自動車等充電設備費補助事業
　日本遺産活用事業
一歩先を行くまち
　地方創生人材派遣事業
　情報システムクラウド化事業
　ＩＣＴ利活用推進事業
　自治体情報システム標準化事業
　デジタル田園都市推進事業（行政手続きデジタル化事業）
　図書システム整備事業

252
700

2 億 1,903
8,205
144

4,990
781
350
1,900
48

1,482
1,434
1,630
871
493
6,123

354
207
3,366
304
222
178
9,070
1,300
50

100
750
2,940
674
107
500
1,500
250
60
80
50

2,388
75

1,775
8,470

340
105
176
40
61

1,000
5,137
165
1,586
9,758
1,425

万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円

歳出 65億2,432万円

令和 5年度主要事業

■ 令和5年度各会計当初予算

会　計　名

予　算　総　額

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

予  算  額

65億2,432万円

18億6,993万円

3億1,617万円

17億1,400万円

25万円

4億2,655万円

4億2,156万円

2億57万円

3億1,998万円

111億6,620万円

5.4%

△1.6%

△4.8%

2.3%

△15.3%

0.1%

△0.1%

6.5%

3.9%

3.1%

増  減  率

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

収入

支出

収入

支出

収益的

資本的

下水道
事業会計

子育て支援・教育の充実
脱炭素社会への取り組み
デジタル化とスマート窓口など

「来てよし・
住んでよし」の
まちづくりを推進

民生費
25億6,609万円
（39.3%）

総務費
9億3,088万円
（14.3%）

教育費
7億9,869万円
（12.2%）

公債費
6億4,309万円
（9.9%）

衛生費
5億2,906万円
（8.1%）

土木費
4億3,522万円
（6.7%）

消防費
3億4,523万円
（5.3%）

農林水産業費
1億1,046万円
（1.7%）

議会費
1億84万円
（1.5%）

商工費ほか
6,476万円
（1.0%）



①
滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

出
張
な
ど
で
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る

た
め
に
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、最

寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
必
要
書
類
を

入
手
し
、町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。投
票
用
紙
が
届
い

た
ら
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

で
き
ま
す
。ま
た
、郵
送
な
ど
に
日
数
が
か

か
る
た
め
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
も
可
能
で
す
。

②
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
不

在
者
投
票
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、入
所
中
の
人
は

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

③
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
よ
う
な
人
は
、一
般
の
不
在
者
投
票

の
ほ
か
に
、自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
る

「
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」の
方
法

が
あ
り
ま
す
。対
象
者
は
次
の
手
帳
な
ど
の

記
載
が
あ
る
人
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳

・
両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能
の
障
が
い
の

　

程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直

　

腸
、小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た

　

は
３
級
、肝
臓
お
よ
び
免
疫
の
障
が
い
は
、

　

１
か
ら
３
級
ま
で

○
戦
傷
病
者
手
帳

・
両
下
肢
、体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別

　

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

・
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直

　

腸
、小
腸
、肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
特

　

別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で

※

手
帳
の
記
載
だ
け
で
は
障
が
い
の
程
度

　

が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
場
合
、身
体
障

　

害
者
手
帳
は
町
高
齢
障
が
い
福
祉
課
に
、

　

戦
傷
病
者
手
帳
は
大
阪
府
福
祉
部
地
域

　

福
祉
推
進
室
社
会
援
護
課
☎
0
6(

６
９

　

４
４)

６
６
６
２
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

○
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

・
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
療
養

　

し
て
い
る
人
は
、郵
便
に
よ
る
投
票
が
で

　

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
選
挙

　

管
理
委
員
会(

総
務
課
内)

ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
請
求
手
続
き

　
　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行

　

う
た
め
に
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が

　

必
要
で
す
。ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い

　

人
や
有
効
期
限
の
切
れ
る
人
は
、手
帳
な

　

ど
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会(

総
務

　

課
内)

へ
申
請
を
行
い
、交
付
を
受
け
て

　

く
だ
さ
い
。

　
　

次
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
、

　

４
月
５
日(

水)

ま
で
に
投
票
用
紙
の
交

　

付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。投
票
用
紙
な

　

ど
が
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送
さ
れ

　

ま
す
の
で
、投
票
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の

　

の
う
え
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す(

宣

　

誓
書
は
入
場
整
理
券
の
裏
に
印
刷
し
て

　

い
ま
す)

。

▽
期
日
前
投
票
所

　

圧
着
式
の
ハ
ガ
キ(

４
名
ま
で
連
記
。５

名
以
上
の
世
帯
は
、複
数
送
付)

を
各
世
帯

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、開
い
て
各
自
の
入
場

整
理
券
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。投
票
時
は

切
り
離
し
て
各
自
の
入
場
整
理
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か

っ
た
り
、紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票

で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
で
き
る
人　

投
票
日
に
仕
事
や
レ

　

ジ
ャ
ー
な
ど
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
く

　

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、宣
誓
書
を
提
出

62023.4

４
月
９
日（
日
）は
、

大
阪
府
知
事
選
挙
・
大
阪
府
議
会
議
員
選
挙

▽
投
票
日
時　

４
月
９
日（
日
）　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時（
即
日
開
票
）

▽
投
票
で
き
る
人　

①
日
本
国
民
で
平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
、令
和
４
年
12
月
30
日
以
前
か
ら
引
き
続

　

き
、町
の
住
民
基
本
台
帳
に
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

②
令
和
４
年
12
月
９
日
以
後
に
大
阪
府
内
の
他
市
町
村
へ
住
所
を
移
し
た
人
で
、本
町
の
選
挙
人

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
、転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
。た
だ
し
、「
引
き
続
き

　

大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」の
持
参
、ま
た
は　

引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住
所

　

を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

投
票
所
入
場
整
理
券

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

場　　所 日　　時

役場４階401会議室
４月1日(土)～8日(土)　
午前８時30分～午後８時
※知事選は3月24日(金)～

４月４日(火)　
午後２時～５時

４月５日(水)　
午後１時～４時

４月４日(火)
午前９時～正午

平石地区・老人集会所

青崩地区集落センター

持尾地区集落センター



大宝地区公民館（集会所）

旧中央保育園分室

石川こども園
（遊戯室）中村こども園

（遊戯室）

かなん桜小学校（図工室）

7 2023.4

対象地区 大ヶ塚、一須賀、東山、山城

対象地区 北加納、南加納、白木、長坂、今堂、平石、
寺田、鈴美台一丁目～三丁目

旧中央保育園分室第２投票所 (白木 )

対象地区 持尾、弘川、下河内、上河内、青崩、
さくら坂一丁目～四丁目、さくら坂南

かなん桜小学校（図工室）第３投票所 (河内 )

対象地区 芹生谷、馬谷、中、神山、寛弘寺

中村こども園 (遊戯室 )第４投票所 (中村 )

対象地区 大宝一丁目～五丁目

大宝地区公民館 (集会室 )第５投票所 (大宝 )

第１投票所 (石川 ) 石川こども園（遊戯室）

投票所一覧

※投票には、地域公共交通を
　ご利用ください！！

循環バス バス停

（さくら坂一丁目1番1号）

さくら坂地区集会所

金剛バス バス停

　

投
票
は
、投
票
日
に
投
票
所
を
閉
じ
る
時

　

刻
ま
で
に
投
票
所
へ
送
る
こ
と
が
で
き

　

る
よ
う
、必
ず
郵
便
な
ど
で
早
め
に
送
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

《
代
理
記
載
制
度
》

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
選
挙
人
で
、自
ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な

い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
人(

身
体
障
害
者

手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚

障
が
い
の
程
度
が
重
度
の
人)
は
、あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け

出
た
人(

選
挙
権
を
有
す
る
人
に
限
る)

に

投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交

付
申
請
に
加
え
て
、あ
ら
か
じ
め「
代
理
記

載
の
方
法
に
よ
る
投
票
が
行
う
こ
と
が
で

き
る
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
手
続
き
」お
よ

び「
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者
の
届
出
の

手
続
き
」を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
手
続
き
は
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、投
票
用
代

理
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。投
票
管
理
者
が
代
理
投

票
の
事
由
を
認
め
た
と
き
、代
理
投
票
を
行

う
人
お
よ
び
補
助
を
す
る
人(

２
人)

を
選

び
ま
す
。１
人
は
そ
の
人
が
指
示
す
る
候
補

者
氏
名
を
記
載
し
、も
う
１
人
が
立
ち
会
い
、

投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
に
は
、手
話
通
訳
者
が
役
場
で
待

機
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
人
は
、投
票
所
へ
手
話
通
訳
者
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、事
前
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
申
し
込
む
か
、投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、

選
挙
公
報
な
ど
を
朗
読
し
録
音
し
た
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
を

配
布
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

手
話
通
訳
者
の
派
遣

選
挙
公
報
朗
読
テ
ー
プ



偶



①
健
診
の
申
込
予
約

②
予
約
券・問
診
票
な
ど
の
送
付

③
健
診
受
診

④
健
診
結
果
の
通
知

※
特
定
健
康
診
査・後
期
高
齢
者
健
康
診

　

査
以
外
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

　

関
係
な
く
受
診
が
可
能
で
す
。

※
検
診
部
位
の
病
気
で
治
療
中
の
人
は
、

　

住
民
検
診（
各
種
が
ん
検
診
な
ど
）の
対

　

象
外
で
す
。　

※
乳
が
ん
検
診
、子
宮
頸
が
ん
検
診
の
昨

　

年
対
象
者
で
、昨
年
度
受
診
で
き
ず
今

　

回
検
診
の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、健

　

康
づ
く
り
推
進
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
対
象
年
度
に
１
回
の
み
の
受
診
と
な
り

　

ま
す
。重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
の
費

　

用
は
、自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
に
は
、費
用

　

の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
か
ら
指
定
医
療
機
関
で
も
健
診
が

　

受
け
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は
５
月
号
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

全
て
の
健
診
項
目
で
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）。

☎（
９
３
）４
５
６
０

▽
受
付
日
時　
４
月
10
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

高
齢
者
広
域
連
合
か
ら
発
送
予
定
）と「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
胃
が
ん
検
診（
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
）〉

　

次
の
①
〜
⑩
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外

で
す
。

①
妊
娠
中
ま
た
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
人

②
高
血
圧（
収
縮
期
血
圧
1
8
0
m
m
H
g 

　

以
上
／
拡
張
期
血
圧
1
1
0
m
m
H
g 

　

以
上
）の
人

③
体
重
1
3
0
㎏
以
上
の
人

④
透
析
中
の
人
お
よ
び
水
分
摂
取
の
制
限

　

が
あ
る
人

⑤
バ
リ
ウ
ム・発
泡
剤
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

　
の
あ
る
人

⑥
過
去
に
バ
リ
ウ
ム
の
誤
嚥
歴
の
あ
る
人

⑦
過
去
1
年
以
内
に
消
化
管
の
手
術
を
し

　

た
人

⑧
3
日
以
上
便
が
出
な
い
な
ど
の
便
秘
症

　
の
人

⑨
検
査
当
日
、体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人

⑩
長
時
間
立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
な
人

※
検
診
前
日
の
夕
食
は
午
後
10
時
ま
で
に

　

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。検
診
当
日
は
、起

　

床
時
か
ら
水
、た
ば
こ
、そ
の
他
一
切
の

　

飲
食
物
を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
薬
を
内
服
中
の
人
へ
）

　

検
査
当
日
の
内
服
は
、主
治
医
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。主
治
医
か
ら
指
示
さ
れ

て
い
る
薬（
糖
尿
病
の
薬
以
外
）は
、予
約

受
付
時
間
の
2
時
間
前
ま
で
に
コ
ッ
プ
１

杯
程
度
の
水
で
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
〜
５
年
度
に
胃
が
ん
検
診（
胃

　

カ
メ
ラ
検
査
）を
受
け
た（
受
け
る
）人

　

は
、胃
が
ん
検
診（
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

　

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
肺
が
ん
検
診
〉

　

集
団
住
民
健
診
で
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
と
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
の

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
喀
痰
検
査
に
つ
い
て
は
５０
歳
以
上
ハ
イ

　

リ
ス
ク
者
の
み
実
施
。

〈
大
腸
が
ん
検
診
〉

　

申
し
込
ん
だ
人
に
大
腸
が
ん
検
診
問
診

票
、検
便
キ
ッ
ト（
2
本
）を
送
り
ま
す
。便

を
2
日
分
と
っ
て
検
診
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
乳
が
ん
検
診
〉

　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
さ
れ
て

い
る
人
、豊
胸
術
を
受
け
た
人
、妊
娠
中
ま

た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
人
、

授
乳
中
の
人
、V
P
シ
ャ
ン
ト
術
を
受
け
た

人
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診
は
無
料
保

　

育
付
き
で
す
。希
望
す
る
人
は
、申
し
込

　

み
の
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い（
就
学
前
ま

　
で
の
子
ど
も
が
対
象
）。

〈
胃
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
〉

　

す
で
に
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
や
除
菌
な
ど

の
治
療
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、対
象

外
で
す
。

※
胃
が
ん
が
わ
か
る
検
査
で
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

※
予
約
専
用
電
話
受
付
期
間
終
了
後
、定

　

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
、健
康
づ
く
り
推

　

進
課
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
予
約
後
、健
診
日
ま
で
に
健
診
当
日
の

　

受
付
時
間
を
記
載
し
た
予
約
券
と
問
診

　

票
を
郵
送
し
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入

　

し
健
診
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
〜
２
か
月
後
に
な
り
ま
す
。同
じ
日

に
健
診
を
受
け
て
も
、健
診
項
目
に
よ
り

通
知
日
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
保
健
指
導
対
象
者
へ
は
健

診
結
果
の
通
知
は
送
り
ま
せ
ん
。個
別
に

連
絡・面
接
を
行
い
ま
す
。

▽
特
定
保
健
指
導
っ
て

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、こ
の
ま
ま
放
っ

　

て
お
く
と
メ
タ
ボ
や
生
活
習
慣
病
に
な

　

る
か
も
し
れ
な
い
人
へ
、専
門
職
が
個
別

　

で
、無
理
な
く
で
き
る
生
活
習
慣
の
改

　

善
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
特
定
健
康
診
査
〉

　

健
診
当
日
に「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

（
４
月
以
降
に
保
険
年
金
課
か
ら
発
送
予

定
）と「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
の
健
診

費
用
は
、全
額
自
己
負
担
で
す
。

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉

　

健
診
当
日
に「
後
期
高
齢
者
医
療
健
康

診
査
受
診
券
」（
4
月
以
降
に
大
阪
府
後
期

各
種
健
診
の
注
意
事
項

集
団
健
診
の
流
れ

9 2023.4

健
診
結
果
通
知

申
込
方
法(

電
話
の
み)
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　町赤十字奉仕団は2月23日(木・祝)、道の駅かな
んで「トルコ・シリア地震救援金募金」を実施しまし
た。
　募金活動には、森田町長も参加し、住民や道の駅
利用者に呼びかけました。
　この日に集まった募金３万2,706円は、日本赤十
字社を通じて送金します。

《救援金募金を受付中》
　皆さんの温かい支援をお願いします。
▷受付期限　５月31日(水)まで
▷設置場所　役場、社会福祉協議会、かなんぴあ、ぷ
　くぷくドーム、中央公民館、大宝地区公民館、道の
　駅かなん
※振込を希望する場合は、日本赤十字社のホームペ
　ージをご覧ください。
　http://www.jrc.or.jp/contoribute/help/20
　23turkeysyria/

トルコ・シリア地震救援金を
受付中

　第66回南大阪駅伝競走大会がパーフェクトリバ
ティ教団(ＰＬ)本庁内コース(６区間計18．８㎞)で
３年ぶりに開催。全75チーム643人が力走しまし
た。
　町からは、一般女子の部で「大阪芸術大学」、中学
男子の部で「河南町立中学校陸上部」の２チームが
参加し、見事優勝しました。

3年ぶり開催
南大阪駅伝競走大会
町参加チームが優勝！

2
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11 2023.4

　大阪を代表する河川である大和川・石川流域の各
市町村において、「大和川・石川クリーン作戦」が開
催されました。
　町では、午前９時から石川スポーツ公園河川敷に
おいて、約50人が集まり、たくさんのごみを収集し
ました。

大和川・石川クリーン作戦3
5

　中地区と寛弘寺地区で「いきいき百歳体操」を行
いました。
　今後も継続して百歳体操を行って、いつまでも元
気にいきいきと過ごしてもらいたいと思います。
　百歳体操をやってみたいという人は高齢障がい
福祉課まで問い合わせてください。

百歳体操が中地区で８年目、
寛弘寺地区で７年目突入！
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122023.4

2
26

2
26

　ぷくぷくドームで町青少年指導員連絡協議会主
催の「あそびのひろば」と、町体育協会・町スポーツ
推進委員協議会共催の「スポーツ広場」が開催され
ました。
　当日は、子どもたちや親子連れなど約400人が参
加。
　屋外では射的ゲームや木工細工、丸太切りタイム
アタックなど、屋内では体力測定、ストラックアウ
ト、バルーンアートなどが行われ、参加者は楽しい
一時を過ごしていました。　

あそびのひろば
　　　　　＆スポーツ広場

　2025年４月に開催される「大阪・関西万博」への
期待感や機運を高めるための取組みとして、「河南
町万博の桜2025記念植樹式」をぷくぷくドームで
開催しました。
　式典で森田町長は「町の木でもある桜の花びらが、
満開となり河南町の春を桜色に染まることを望み
ます」と語りました。

町万博の桜２０２５　
記念植樹式
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13 2023.4

　地域公共交通「カナちゃんバス」にICOCAなど交
通系ICカードシステムの試験運用を開始しました。
　交通系ICカードは、乗り降りする際にカードを読
取端末にかざすと運賃が、カードにチャージされた
金額から支払われる仕組みです。
　町では、キャッシュレス化に関する取組の一つと
して、この仕組みを導入し、利便性の向上を図りま
す。
▼利用できるICカード
　ICOCA、Kitaca、Suica、PASMO、manaca、
　TO ICA、P iTaPa、はやかけん、n imoca、
　SUGOCA

カナちゃんバスの利用は
交通系ＩＣカードで

3
1

3
4

　大阪市天王寺区の天王寺公園エントランスエリ
ア「てんしば」において、「南河内フルーツフェス＠
てんしば」が開催され、多くの参加者でにぎわいま
した。
　南河内が多くのフルーツの生産地であることを
知ってもらい、訪れてもらうことを目的に行われた
もので、町からは、道の駅かなんが出店し「いちじく
ジャム」などを販売し、町をＰＲ。
　また、南河内地域を縦断する広域農道と農免農道
の愛称を「南河内フルーツロード」に変更するとと
もに、そのロゴマークが発表されました。
　ロゴマークは、大阪芸術大学デザイン学科の永野
さくらさんがデザインしました。

南河内フルーツフェス
＠てんしば
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4月の相談（祝日を除く）

▷日時　４月18日(火)　午後1時
　～３時
▷場所　役場４階　大会議室
▷内容　大阪府、町などをはじ
　め、警察や国、独立行政法人、
　公社などあらゆる行政について
　の意見や要望に関する相談(相
　談無料）
▷相談員　行政相談委員
・仲谷德雄さん(加納)
　☎(93)4434
・野村守さん(一須賀)
　☎(93)4616
※相談日以外の日や電話でも相談
　に応じています
▷問い合わせ　総務課総務係

142023.4

　メインメニューよりその
他の新着資料も探せます。
予約も可能です。詳しくは、
町立図書館まで。

Pickup
　人生はこれから。
どんなにかっこ悪く
ても、最後までジタ
バタするべし。なら
ず者おやじたれ! 人
生の折り返し点を
過ぎた男たちが、地
方の町を侵食する
悪事に立ち上がる、
一発逆転のリベン
ジゲーム。

著朝井  まかて

Pickup
　90歳の記念に
祖母が計画した、
家族のための豪
華絢爛な晩餐会。
そこに秘められた
16歳の日の出会
いと別れの記憶
…。孫の綾乃は祖
母の生涯を辿り、
語られずにきた苦
難と情熱を知る。

著宮本　輝
みや もと てる

Pickup
 幕末の長崎で洋
食屋を始め、明治
の大阪でレストラ
ンとホテルを開い
た料理人・草野丈
吉と妻ゆき。やが
て陸奥宗光、岩崎
弥太郎らが贔屓客
となり…。日本の外
交を支えた<自由
亭>夫婦の奮闘を
描く長編。

▷問い合わせ　町立図書館　☎(93)6222

時　　間日　　程内　　容 場　　所

人権なんでも相談 13:00～15:00毎 週 水 曜 日 役場１階　相談室１

心 配 ご と 相 談 9:00～17:30月 ～ 金 曜 日 役場３階　社会福祉協議会事務局

農　地　相　談 9:00～17:00月 ～ 金 曜 日 役場２階　農業委員会事務局

就　労　相　談 9:00～17:00月 ～ 金 曜 日 役場２階　農林商工観光課

子 育 て 相 談 9:00～17:00月 ～ 金 曜 日 かなんぴあ１階　子育てセンター

家 庭 児 童 相 談 9:00～17:30月 ～ 金 曜 日 役場１階　こども１ばん課

役場１階　相談室１
太子町役場　☎(98)5515
千早赤阪村役場　☎(72)0081

女性・人権相談 9:00～17:00月 ～ 金 曜 日

進路・教育相談 9:00～17:00月 ～ 金 曜 日 役場１階　教育課

富田林市消費者相談室
(富田林市役所１階）☎ (25)1000

消 費 生 活 相 談
９:00～12:00
13:00～16:00  

月 ～ 金 曜 日

菊水苑在宅介護支援センター
（加納17番地）☎(93)7988

介護に関する相談 月 ～ 土 曜 日
( 祝 日含む )

若者の就労相談 10:00～17:00月 ～ 金 曜 日
　　※予約制

南河内若者サポートステーション
☎(26)9441

府民案内窓口（府庁別館１階）
電話での問い合わせは、府民お問
合せセンター
☎06(6910)8001

府 政 相 談 9:00～18:00月 ～ 金 曜 日

あや  の

む　 つ　むね  みつ いわ さき

じ　ゆう

てい

や　　た　ろう

くさ　の　じょう

きち

行政相談

▷開室時間　水・木曜日　午後１時～４時、土・日曜日　午前９時～正午と午
　後１時～４時　
　　　　　　　　～春休み期間の特別開室時間のお知らせ～
　４月５日(水)・６日(木)は、午前９時～正午も開室いたします。
▷休室日　毎週月・火・金曜日、祝日

▷開館時間　午前10時～午後６時　
▷休館日　毎週月曜日(月曜日が休日の場合はその翌日が休館日)

　図書館児童コーナーで「かなんおはなしの会どんぐりころころ」の皆さんによるおはな
しや絵本の読み聞かせを図書館児童コーナーで行います。誰でも自由に参加できます。
▷日時　4月8日(土)　午後２時～

宇佐美　まこと著
う さ み あさ い

《町立図書館ホームページ》

《大宝分室》

《町立図書館》

《おはなし会》

朝星夜星
あさ ぼし よ  ぼしよき時を思う 逆転のバラッド

電話相談：24時間対応
窓口相談：9:00～18:00
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「教科書無償化」に込められたねがい

15 2023.4

　家庭や近隣における、いじめ、
虐待、セクハラ、差別などの人権
問題で悩んでいる人は、町の人権
相談員が相談に応じますので、気
軽に相談してください(相談無料)。
▷日時　４月13日(木)　午前９
　時30分～11時30分
▷場所　中央公民館
▷問い合わせ　人権男女共同社会
　室(住民生活課内)

人権コラム「しあわせ」

池上英明（大阪教育大学）

●教科書に添えられた言葉
　入学、進学を迎える春。学校では
真新しい教科書が子どもたちに手
渡されます。その教科書の裏表紙
に添えられた言葉を皆さんはご存
知でしょうか？
　「この教科書は、これからの日本
を担う皆さんへの期待をこめ、税
金によって無償で支給されていま
す」
　また、小学1年生に配布される
教科書の紙袋の裏面には「保護者
の皆様へ」と題する次のような文
章が印刷されています。
　「お子様の御入学おめでとうご
ざいます。この教科書は、義務教育
の児童・生徒に対し、国が無償で配
布しているものです。この教科書
の無償給与制度は、憲法に掲げる
義務教育無償の精神をより広く実
現するものとして、次代をになう
子どもたちに対し、我が国の繁栄
と福祉に貢献してほしいという国
民全体の願いをこめて、その負担
によって実施されております。　
（略）」
●被差別部落の皆さんや多くの方
　々の力で実現した教科書無償化

　こうして読むと、国や自治体が
自ら進んで教科書無償化を実現さ
せたかのようですが、実は、教科書
無償化実現には、各地の被差別部
落の皆さんや無償を求める多くの
市民の皆さんの力があったので
す。
　1950年代、かさむ教育費負担
は貧困と差別にあえぐ被差別部落
の家庭、貧しさにあえぐ家庭を直
撃し、保護者や子どもたちを苦し
めていました。当時、ある小学校の
子どもは作文にこう書きました。
　「先生、わたしが学校をさいさい
（しばしば）休むのは、かぜをひい
て休む時もありますが、もうひと
つのわけは、うちがびんぼうで、ね
えさんが中学校を休んで、うちの
手伝いをしています。私はそのね
えさんを見ていると、きのどくで
朝学校へいこうと思っても行きに
くくなって休むのです。先生ごめ
んなさい。（略）私のうちは、おとう
さん、おかあさんが毎日ごはんを
食べず働いてくれます。（略）」（「戦
後同和教育の歴史」解放出版社
1976年）
　こうした中、被差別部落の保護

者たちは貧困と差別の結果、自分
たちは十分な教育を受けることは
出来なかったが、子どもらには同
じ思いをさせたくないという思い
から立ち上がりました。また、憲法
には義務教育は無償と書いてある
ことを学びとり、教科書無償は被
差別部落だけでなく全ての人の人
権の問題であるとして大きな運動
を築き、遂には国をも動かし、1963
年度入学の1年生を皮切りに1969
年には全小中学生への無償配布を
実現させたのです。
●基本的人権としての教育をうけ
　る権利
　教育を受けることは全ての人に
保障されるべき基本的人権です。
そして、教科書無償化は人権保障
の偉大な一歩です。しかし、今の日
本社会では、依然として、家庭の経
済状況、社会的な立場の違いに
よって、教育を受ける権利が十分
保障されていない実態がありま
す。教科書無償化から60年目の
春。改めてその取り組みに学び、教
育を受ける権利を保障する取り組
みを進めなければなりません。

　女性・人権に関する相談は、３
町村(河南町・太子町・千早赤阪
村)で受けられます。気軽に相談
してください(相談無料)。
▷日時　毎週月～金曜日　午前９
　時～午後５時(祝日を除く)
▷場所　各役場　　
▷問い合わせ　人権男女共同社会
　室(住民生活課内) 、太子町住民
　人権課　☎(98)5515、千早赤阪
　村住民課　☎(72)0081

　日頃の介護に関する悩みや不安
について、気軽にお話しませんか
(相談無料)。
▷日時　４月27日(木)　午後１
　時30分～3時
▷場所　役場４階　401会議室
▷問い合わせ　町社会福祉協議会
　☎(93)6299

出張人権相談所を開設 女性・人権相談 町介護者（家族）の会
「さくらんぼ」相談
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　新病院では明るくて広いワンフ
ロア外来、最新医療機器の整備な
ど充実を図りました。なお、4月16
日に地域住民向け見学会を開催し
ます。詳しくは、医療センターのホ
ームページをご覧ください。

▷問い合わせ 大阪はびきの医療
　センター事務局
　☎ 072(957)2121

162023.4

富田林保健所　☎(23)2681 ※相談や検査に関するプライバシーは守ります。

こころの健康相談

医療機関の相談

エ イ ズ の 相 談

血 液 検 査
(風しん抗体検査)
骨髄移植対策推進
事業、骨髄バンクド
ナー登録
飲用水・井戸水検査
腸 内 細 菌 検 査
ぎょう虫卵検査

血液検査(エイズ・梅毒)
尿検査(クラミジア)

4月5日(水)
4月19日(水)

4月3日(月)
4月17日(月)

4月5日(水)

電話で問い合わせてください。　
☎ (23)2684(予約制)
予約は不要です　電話相談も可　
☎ (23)2683

電話で問い合わせてください。
☎ (23)2684(予約制)

☎ (23)2681

検査手数料が必要　※項目により予約が
必要　詳しくは藤井寺保健所検査課まで
電話で問い合わせてください。　　　　　
☎ 072(952)6165

予約は不要(匿名での検査可)　エイズ抗
体検査は無料ですが、梅毒血清反応検査、
クラミジア抗原検査は手数料が必要にな
る場合があります。☎ (23)2683

対象者や実施医療機関は下記の大阪府ホームページで確認してください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/koutaikensa.html

休日救急診療

病院案内専用ダイヤル
(小児夜間救急含む) 専用ダイヤル☎(23)9919

救急安心センターおおさか　
救急医療相談窓口 　☎＃7119

小児救急電話相談　
電話相談 　☎＃8000

診療日　日曜日、祝日、年末年始

受付時間　内科　午前９時～11時30分、
　　　　　　　　午後１時～３時30分
　　　　　歯科　午前９時～11時30分

小児科(中学生まで)　
受付時間　午前９時～11時30分、
　　　　　午後１時～３時30分

富田林市立休日診療所　☎(28)1333

富田林病院　☎(29)1121

大阪府こころの健康総合センター ☎06(6607)8814
関西いのちの電話　　　　　　  ☎06(6309)1121

●病院案内　
受診できる病院を24時間体制で案内　
※直接、診察時間外に病院へ連れて行かれ
　ても受診できません。
　必ず事前に病院へ問い合わせてくださ
　い。
●小児夜間救急　
午後８時～翌朝８時の間(土・日曜日、祝日、
年末年始は午後４時～)に、中学生までの子
どもが急病になったとき
※当番の病院を紹介し、緊急の場合は救急
　車で搬送します。また、これ以外の時間
　帯でも病院の案内などをします。
※直接、当番病院へ行かれても受診できま
　せん。

「体調が悪くなった」「けがをした」などで、
病院へ行った方が良いか、救急車を呼んだ
方が良いかなど迷ったときは相談してくだ
さい(看護師が医師の支援体制の下、24時
間相談に応じます)　
※相談の結果、緊急性がある場合は、直ち
　に救急車が出動します。
※つながらない、またはIP電話・ダイヤル回
　線の場合(☎06(6582)7119)

午後7時～翌朝８時の間に、子どもの急病
で病院へ行くかどうか迷ったときは相談を
※つながらない、またはIP電話・ダイヤル回
　線の場合(☎06(6765)3650)
※受診判断の目安として「こどもの救急」ホ
　ームページ(http://kodomo-qq.jp/)
　を活用してください。

かなんぴあ（保健福祉センター）※相談や検査に関するプライバシーは守ります。

13：30 14：30～

11：00 12：15～

9：30 11：30～

9：00 12：15～
13：00 17：45～

9：00 12：15～
13：00 17：30～

9：30 12：15～
13：00 17：00～

月～金曜日
（祝日を除く）

月～金曜日
（祝日を除く）

月～金曜日
（祝日を除く）

大阪はびきの医療センター
５月に新病院がオープン

予 約 時 に
お 知 ら せ

対象　２か月～12か月児
内容　身体計測、栄養相談、育児相談4月17日(月)育児相談（要予約）

予 約 時 に
お 知 ら せ

対象　２か月～12か月児
内容　身体計測、栄養相談、育児相談5月8日(月)育児相談（要予約）

9：00 17：00～

9：00 16：00～
離乳食から生活習慣病や介護食まで栄
養に関する相談を受け付けます。
(電話による相談も可)(要予約)

4月24日(月)栄 養 相 談

健 康 相 談
育児から生活習慣病や介護に関する
あらゆる相談を受け付けます。
(電話による相談も可)

毎週金曜日

個 別 通 知
でお知らせ

対象　令和3年4月～5月生まれ　5月11日(木)２歳児歯科健診

４ か 月 児 健 診 対象　おおむね４か月児　　　　　
　　　 絵本プレゼント個 別 通 知

でお知らせ4月19日(水)
離乳食講習会(前期) 対象　おおむね４か月児

内容　離乳食の進め方や作り方のお話と展示

個 別 通 知
でお知らせ 対象　令和3年8月～9月まれ4月6日(木)1歳６か月児健診

個 別 通 知
でお知らせ 対象　令和元年10月～11月まれ5月10日(水)3歳６か月児健診
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　になった最初の4月1日から22
　歳になった最初の3月31日まで
　（4月1日生まれの人は、21歳の
　3月31日まで）です。
※所得による制限はありません。
▷助成の方法
　医療機関を受診した後、窓口ま
　たは郵送で申請してください。
　審査後、医療機関で支払われた
　金額と自己負担限度金額の差額
　を口座振替にて助成します。
　申請には医療機関発行の領収書
　（原本）、対象者の健康保険証と
　対象者の振込先がわかるものが
　必要です。詳しくは町ホームペ
　ージを確認してください。
▷問い合わせ　こども１ばん課子
　育て応援係

　令和元年10月から、22歳まで
を対象とした医療費助成制度を実
施しています。医療機関で受診時
に支払われた金額のうち、保険診
療の一部を助成しています（医療
保険が適用されないものは対象外
です）。
　助成を受けるためには、申請が
必要です。助成の対象となる領収
書は、受診日から５年以内が有効
です。申請忘れがないかご確認く
ださい。
▷対象者と対象期間
　18歳から22歳までの期間中
　に、町にお住まいで、住民基本台
　帳に記載されており、健康保険
　に加入している人が、その期間
　中に医療機関で受診したものが
　助成対象です。
※18歳から22歳までとは、18歳

　日々の健康や体力づくりを積極
的に取り組んでもらうため「かな
ん健康マイレージ」を実施します。
　町が実施している健康診査や健
康づくり教室、介護予防教室、おや
こ園の行事などに参加し、さらに
個人で決めた健康目標を実践し
て、ポイントを貯めましょう。達成
記念品がもらえます。マイレージ
カードは、健康づくり推進課、高齢
障がい福祉課窓口で配布していま
す。　
▷実施期間　令和6年3月29日(金)
　まで
▷引き換え期間　7月3日(月)～
　令和6年3月29日(金)
※詳しくは、マイレージカードを
　ご覧ください。
▷問い合わせ　健康づくり推進課
　健康管理係

17 2023.4

①春キャベツはざく切りにする。
②豚肉は４～５ｃｍに切り、塩とコショウで下味をつける。
③温めた鍋にオリーブ油を入れ②を炒める。
④色が変わってきたら、①を加え油をなじませる。
⑤④にワインを入れ、アルコール分をとばし、水とコンソメ
　を加え煮込む。
⑥キャベツに火が通ったら、粒マスタードを加え軽く煮る。
⑦砂糖で酸味をととのえ、器に盛る。

　春キャベツはうまみ成分であるグルタミ
ン酸を含み、生のままサラダにしたり、加
熱して炒め物にしても食べやすいです。今
回、煮込む調理方法を用いることにより、
水に溶けてしまう栄養素も逃がさずに美味
しく食べることができます。豚肩ロースは
赤身の中に脂肪が入っているのでうま味や
コクがあり、やわらかく調理することがで
きます。
　豚肩ロースを使用していますが、豚バラ
肉を使っても豚肩ロースに比べ脂身が多い
のでよりジューシーになります。

～春キャベツと豚肉の
　　　　マスタード煮～

材料(4人分) １人分 エネルギー：248kcal／塩分：1.5g

食生活改善推進協議会
<今月の料理>

かなん医療・U-22の
申請はお忘れなく！

かなん健康マイレージ
に参加しよう！

春キャベツ
豚肩ロース
塩
コショウ
オリーブ油

　　　・・・
　　　・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・

　   　・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　・・・・・・・
　　　　・・・・
　・・・・・・・・・

１/3個(300g)
300g

小さじ１/8
少々

大さじ1

白ワイン
水
コンソメ（固形）
粒マスタード
砂糖

50cc
600cc
2個

大さじ1
小さじ2/3
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　令和５年度共同募金助成申請の
受け付けを行います。
　申請を希望する社会福祉法人、
社会福祉団体などは大阪府共同募
金会ホームページをご覧ください。
●ホームページアドレス
　http://www.akaihane-osak
　a.or.jp
●E‐mail
　ai-kibou@akaihane-osaka.o
　r.jp
※件名に「助成申請について」と明
　記してください。
▷問い合わせ　大阪府共同募金会
　事務局
　☎06(6762)8717
　FAX06(6762)8718

　収容人員が一定の人数以上の建
物は、防火管理者を選任し届け出
ることが消防法により義務付けら
れています。防火管理者を変更す
る場合は、富田林市消防本部予防
課への届け出を行なってください。
　また、収容人員は定期的に確認
し、必要となれば防火管理者の選
任と届出を行ってください。
▷届出・問い合わせ　富田林市消
　防本部予防課　☎(23)1124

▷日時　４月23日(日)　午前８
　時40分～午後３時
▷場所　陸上自衛隊信太山駐屯地
　(和泉市伯太町官有地)
※入場無料
▷問い合わせ　陸上自衛隊信太山
　駐屯地広報室　
　☎0725(41)0090

　太陽光パネル・蓄電池を大阪府
民みんなでお得に購入する共同購
入の参加者の募集を開始します。
▷登録期限　８月31日(木)まで
▷登録方法　参加登録・詳しい情
　報はホームページをご覧くださ
　い。
　https://group-buy.jp/solar/
　osaka/home

▷問い合わせ　おおさかみんなの
　おうちに太陽光事務局 
　☎0120(758)300

　ひとり親家庭の親などのための
講習会です。申込方法など詳しく
は、ホームページをご覧ください。

▷日時　５月13日～６月24日の
　土曜日(全７回)　各日午前10
　時～午後４時
▷場所　大阪府立母子・父子福祉

　センター
▷定員　20名　
▷費用　６,000円(教材費など)
▷応募期限　４月13日(木)必着

▷日時　金曜日コースおよび土曜
　日コース　各日午前９時～午後
　６時(講義により変動あり、詳し
　い日程はホームページをご覧く
　ださい)
▷場所　未来ケアカレッジ難波校
　(開講式・閉講式は大阪府立母
　子・父子福祉センター)
▷定員　12名(各コース）
▷費用　15,000円(教材費など)
▷応募期限　４月27日(木)必着
▷応募・問い合わせ　大阪府母子
　家庭等就業・自立支援センター
　☎06(6748)0263
　https://www.osakafu-boshi
　ren.jp/ 
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《登録販売者》

《介護職員実務者研修》



　４月１日から一須賀・中地区(図
の色の部分)で新たに下水道が使
用できるようになりました。
　下水道が使える区域(供用区域)
の皆さんは、台所・風呂・洗濯など
の生活排水や事業所からの事業排
水を下水道に流入させるため、速
やかに排水設備工事(敷地内の汚
水を流すために排水管やますを設
置し、下水道へ接続する工事)を行
ってください。
　すでに下水道供用区域で、まだ
下水道を使用していない場合(浄
化槽を含む)も、速やかに排水設備
工事を行ってください。
　くみ取り便所は、供用開始から
３年以内に水洗便所に改造し、排
水設備工事を行ってください。

　供用開始から３年以内に排水設

備工事を行った場合は、改造補助
金(５,000円～15,000円)を交付
しています。
　また、改造資金の融資あっ旋
(40万円以内)も行っていますの
で相談してください。返済後、利子
の一部を補助します(家屋の新築
および建て替えは対象外)。

　排水設備工事は、町の条例で排
水設備指定工事店での施工を義務
づけています。排水設備指定工事
店以外での施工は行わないでくだ
さい。指定工事店名簿は町ホーム
ページを確認するか、都市環境課
まで問い合わせてください。

　下水道使用料は、下水道に流し
た汚水量(水道の使用量)に応じ、
水道料金と合わせて２か月ごとに

納付していただきます。
　井戸水などを使用している場合
は、使用人数または私設水道メー
ターにより使用水量を認定し、使
用料を算定します。

　下水道が使用できるようになっ
た区域の土地の所有者など(受益
者)は、その区域の土地面積に応じ、
１平方メートル当たり500円の受
益者負担金の納付が必要です。
　今回、新たに下水道が使用でき
るようになった区域の土地所有者
には、５月初旬に受益者申告書を
送付します。
▷問い合わせ　都市環境課下水道
　総務係
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新たな下水道供用区域

≪改造助成金と融資あっ旋≫

≪排水設備工事≫

≪下水道使用料≫

≪受益者負担金≫

中地区

一須賀地区



　令和５年度の国民年金保険料が
月額16,520円に改定(令和４年度
保険料から70円の引き下げ)され
ました。国民年金は、日本国内に住
む20歳以上60歳未満の人全員が
加入する公的制度です。保険料は
必ず納めましょう。

　保険料を前納すると表のような
割引があります。
・１か月分の早割制度
　翌月末の振替日を当月末に振替
　(口座振替のみ適用)。
・６か月分の前納
　４～９月分保険料を４月末まで

　納付、10～翌年３月分保険料を
　10月末まで納付(口座振替の場
　合は４月末と10月末に振替)。
・１年分の前納
　４月分～翌年３月分保険料を４
　月末までに納付(口座振替の場
　合は、４月末に振替)。
・２年分の前納
　４月分～翌々年３月分保険料を
　４月末までに納付(口座振替の
　み)。
※口座振替による令和４年度から
　２年分の前納、令和４年度から
　１年分の前納、４月分から９月
　分の６か月分の前納の受付は２

　月末で終了しました。
※現金前納の場合、６か月分、１年
　分以外でも、希望月から翌年３
　月までの前納ができます。
※月末が休日の場合は、翌営業日
　が振替日または納付期限となり
　ます。
▷問い合わせ　天王寺年金事務所
　☎06(6772)7531
　または保険年金課国民年金係

　20歳以上60歳未満の人が、退
職などにより厚生年金や共済年金
の資格を喪失した場合は、その日
から国民年金に加入して保険料を
納めることになります。
　資格喪失前に被扶養者であった
配偶者も、同じく国民年金に加入
する必要があります。加入の手続

きは町保険年金課で受け付けます
ので、年金手帳、退職日が分かる書
類を持って、窓口で手続きをして
ください。
　退職や失業により国民年金保険
料の納付が困難な人は、保険料の
納付を免除する申請制度がありま
すので、雇用保険受給資格者証ま

たは離職票を持って、相談してく
ださい。
▷問い合わせ
　保険年金課国民年金係
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国民年金保険料が改定

厚生年金などの資格喪失後は国民年金へ

<お得な前納制度を>

16,520

16,520 16,470

50

97,990 194,090 385,900

810 3,520 14,830

1,130 4,150 16,100

98,310 194,720 387,170

前納の種類 毎月 6か月 1年分 2年分当月末振替
(早割)

1回あたりの
納付額

割引額

納付書払い
クレジットカード払い

口座振替

納付書払い
クレジットカード払い

口座振替

(円）表



　マイナンバーカードの夜間交付
を行います。
▷日時　４月11日(火)、13日(木)
　午後５時30分～７時30分
※事前に予約してください。受け
　取りは、申請者本人のみです。
※夜間開庁時は交付以外の業務は
　行いません。
▷予約・問い合わせ　住民生活課
　住民窓口係

　マイナンバーカードの受取やマ
イナポイント申請の休日申請サポ
ートを行います。
▷日時　４月23日(日)　午前９
　時30分～午後５時(受付：午後
　４時30分まで)
▷マイナンバーカード受取予約

※交付通知書（ハガキ）が届いた人
　は、事前に予約してください。受
　取は、申請者本人のみです。
※当日は証明書発行、住民票異動
　などの通常業務は行いません。
▷予約・問い合わせ　住民生活課
　住民窓口係

　地方公共団体情報システム機構
による公的個人認証システムの更
改作業に伴い、次の対象業務を行
うことができません。マイナンバ
ーカードが関係する手続きは、業
務停止日を避けて手続きをお願い
します。
▷業務停止日　５月１日(月)、２
　日(火)
▷対象業務
・電子証明書の発行・失効
・転入等に伴うカード券面事項更
　新
・暗証番号初期化(ロック解除)な
　ど
▷問い合わせ　住民生活課住民窓
　口係
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マイナンバーカード

　令和５年２月末までにマイナン
バーカードの申請をした人は、マ
イナポイント取得の対象となりま
す。マイナポイント取得には、マイ
ナンバーカード受取後に手続きが
必要です。

▷申請期限　５月31日(水)
《申請サポート実施中》

　町ではマイポイントの手続きの
サポートを行っています。
▷受付日時　平日および休日開庁
　日の午前９時30分～午後５時
※自身のパソコンやスマーフォン
　からも手続きができます。
※受付が集中した場合は、当日の
　受付を早めに終了させていただ
　く場合があります。

▷問い合わせ　住民生活課住民窓
　口係

５月末まで延長マイナポイント



《歯科健康診査》
　４月下旬～５月上旬に「歯科健
康診査のお知らせ」を送付します
(年度途中に新たに75歳になる人
には、誕生月の翌月に送付します)。
　指定歯科医院などで、年度中(翌
年３月31日まで)に１回、無料で
受診することができます。受診の
際は、事前に歯科医院などへ問い
合わせのうえ、被保険者証を持参
してください(受診券はありませ
ん)。
※長期入院中や施設入所中の人は、
　歯科健康診査の対象外。

《健康診査》
　４月下旬～５月上旬に「健康診
査受診券」を「受診券在中」の記載
のある封筒にて送付します。(年度
途中に新たに75歳になる人には、
誕生月の翌月に送付します。)
　受診券が手元に届いたら、指定
医療機関などで、年度中(翌年３月
31日まで)に１回無料で受診する
ことができます。受診の際は、事前

に医療機関などへ問い合わせのう
え、受診券と被保険者証を持参し
てださい。
※長期入院中や施設入所中の人は、
　健康診査の対象外
《人間ドック費用の一部助成》
　人間ドックを受診した場合、費
用の一部を助成しています。
　費用の助成の申請は、町保険年
金課で受け付けます。助成は年度
中(翌年３月31日まで)に１回限
りで、上限は26,000円です。申請
するまでの間、領収書などは保管
しておいてください。
▷申請に必要なもの
①受診した人間ドックの「領収書」
②検査結果通知書(検査項目が確
　認できるもの)※コピー可
③被保険者証
④通帳など口座情報がわかるもの
※申請者以外の口座に振り込む場
　合で、申請者ご自身の記入でな
　い場合は、印鑑が必要です。
▷問い合わせ
　大阪府後期高齢者医療広域連合
　給付課　☎06(4790)2031　
　または保険年金課老人医療係

　後期高齢者医療制度の保険料率
は、２年ごとに設定しています。令
和５年度は、令和４年度と同じで
す。算定方法や保険料軽減など詳
しくは、町ホームページをご覧く
ださい。

《仮徴収額決定通知書の発送廃止》
　これまで特別徴収(年金から天
引き)で保険料を納めている人に
対し、仮徴収額決定通知書を発送
しておりましたが、特別徴収を継
続する人は、令和６年度から廃止
します。
▷問い合わせ
　大阪府後期高齢者医療広域連合
　資格管理課☎06(4790)2028
　または保険年金課老人医療係

　国民健康保険料を特別徴収(年
金からの天引き)で納めている世
帯へ、令和５年度国民健康保険料
の仮算定納付通知書(４・６・８月
分)を送付します。

　仮算定保険料とは、令和５年２
月に天引きされた保険料を基準と
して暫定的に賦課するものです。
　令和５年度の国民健康保険料の
年額は６月に決定し、通知します。
年額から仮算定保険料を差し引い
た残りの金額を10・12・２月支給
の年金から天引きします。

▷問い合わせ
　保険年金課国民健康保険係

23 2023.4
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後期高齢者医療

国民健康保険
令和５年度仮算定分

保険料納付通知書を送付



▷飼い主として
・周辺環境に応じた適切な飼い方
　で、近隣に迷惑(におい、鳴き声
　など)を及ぼさない
・健康と安全のために屋内で飼う
※屋内での飼育ができない場合は
　不妊去勢などの繁殖制限をし、
　周辺住民の日常生活に迷惑(ふ
　ん尿の放置など)をかけない
▷飼い主がわかるように
　名札などをつけ、住所氏名を記
　載
▷疾病の予防
　人と動物の共通感染症など正し
　い知識をもち、感染防止に努め
　る
▷問い合わせ　住民生活課衛生係

　４月から使用するごみ処理券
(無料シール)が「まだ届いていな
い」「シールの枚数が異なる(同封
のチラシを参照)」という場合は、
住民生活課衛生係へ連絡してくだ
さい。
≪住民登録をしていない世帯≫
　町内に在住で住民登録をしてい
ない世帯には、シールは届きませ
ん。
　該当する人は町内在住を証明す
るもの(水道料金の領収書など、住
所と名前が書かれているもの)を
持って、窓口で申請手続をしてく
ださい。
※学生マンション在住の人は、管
　理人(管理会社)に問い合わせて
　ください。

≪ごみシールの補助≫
　３歳未満の乳幼児または寝たき
りの高齢者などで、日常的におむ
つを必要とする人は、シールの補

助があります。詳しくは、問い合わ
せてください(年度ごとに申請が
必要です)。

≪有効期限≫
　配付するシールの有効期限は２
年間で、令和７年３月31日まで使
えます。過去に配付したシールで

期限切れのものは使用できません
ので、注意ください。
▷問い合わせ　住民生活課衛生係

242023.4

の ・

収集日収集地区名
大宝地区
大宝地区以外

毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

もえないごみ（粗大ごみ）
収集日

第４水曜日(26日)

資源ごみ
ごみの種類 収集日

①空き缶・②空きビン 第２水曜日(12日)
③ペットボトル
④プラスチック製容器包装
　（発泡スチロール含む）

第２木曜日(13日)
第４木曜日(27日)

し　　尿

収集地区名 通常の収集日 月２回収集
申込者の収集日

東山・一須賀・大ヶ塚
山城・寺田・白木・長坂
今堂・北加納・南加納
芹生谷・馬谷

13日(木) 13日(木)
27日(木)

平石・弘川・持尾
下河内・上河内・青崩 14日(金) 14日(金)

27日(木)

中・神山・寛弘寺 17日(月) 17日(月)
27日(木)

軽自動車による収集 19日(水)

もえるごみ

※資源ごみ当日は、午前８時ごろから収集に入りますので、それまで
　に地区の資源ごみ置き場に出してください。ご協力をお願いします
　(地区により収集時間が遅くなることもあります)。
※資源ごみは、レジ袋などに入れず、①と②は一緒に、③と④は別々の
　推奨袋に直接入れて出してください。

※収集日程は、天候などにより変更する場合があります。また、土・日曜
　日および祝日の臨時汲み取りはできません。
※申請している人数、名義人が変更になった場合や、汲み取りが不要に
　なった場合は、必ず住民生活課衛生係に連絡してください。

4月 ごみ し尿

スプレー缶・カセットボンベ
は、必ず使い切ってから空き缶・空きビンの収集日に出してください。
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　令和５年４月以降に発行する固
定資産税と軽自動車税の納付書に
地方税統一ＱＲコードが印字され
ます。
　印字された納付書は地方税お支
払サイトからクレジットカードで
の納付、スマートフォン決済アプ
リで納付することができます。
　利用可能なクレジットカードや
スマートフォンアプリなど詳しく
は地方税お支払いサイトをご覧く
ださい。
▷地方税お支払サイト　　　　　
　https://www.payment.eltax.
　lta.go.jp/
▷問い合わせ　税務課

《課税台帳の閲覧》
　所有者本人の課税内容を確認す
るため、評価額、課税標準額などを
閲覧することができます。
▷閲覧できる人　納税義務者、納
　税義務者と同居の親族または納
　税義務者から委任された代理人、
　納税管理人、相続人、借地・借家
　人など
▷閲覧期間　４月３日(月)以降の
　午前９時～午後５時30分(土・
　日曜日、祝日を除く)

《縦覧帳簿の縦覧》
　自己の固定資産税の評価額が適
正であるかどうかを判断するため
に、縦覧により類似する固定資産
の評価額と比較することができま
す。
▷縦覧できる人

・土地価格等縦覧帳簿：町内に土
　地を所有する納税義務者
・家屋価格等縦覧帳簿：町内に家
　屋を所有する納税義務者　
※上記以外で、納税義務者の同居
　の親族または納税義務者から委
　任された代理人、納税管理人、相
　続人は縦覧できます。
▷縦覧期間　４月3日(月)～５月
　31日(水)の午前９時～午後５
　時30分(土・日曜日、祝日を除く)
※閲覧、縦覧とも本人確認できる
　もの(運転免許証など)を持参し
　てください。
▷問い合わせ　税務課固定資産税
　係

　仮算定保険料とは、令和５年度
保険料を、前年度の保険料を基準
に、暫定的に賦課したものです。
　金額変更がない場合は、仮算定
納入通知書の送付はありません
(特別徴収(年金からの天引き)の
人の４・６・８月の保険料額は原則
として２月の保険料額と同額にな
ります)。
　保険料の本算定は、７月に通知
します。７月～翌年３月の保険料
は、本算定保険料額から仮算定保
険料額を差し引いた残りの金額と
なります。
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課
　介護保険係

《集合予防注射の中止》
　町では例年、町内各所で狂犬病

予防集団注射を実施していますが、
令和5年度は集合注射を中止しま
す。個別に狂犬病予防注射を受け
させてください。

《個別注射》
　狂犬病予防注射をかかりつけの
動物病院などで受けさせてくださ
い（注射費用は動物病院などに問
い合わせてください）。注射後は獣
医師の発行する「狂犬病予防注射
済証」を持って、住民生活課衛生係
で「注射済票」の交付を受けてくだ
さい（注射済票交付手数料550円）。
※町が送付する愛犬情報が記載さ
　れた用紙を動物病院と町にそれ
　ぞれ持参してください。
▷注射済票の交付を受けられる動
　物病院
　次の動物病院で狂犬病予防注射
を受けさせた場合、「注射済票」の
交付手続きが可能となり、役場で
の手続きは不要となります。
・パル動物病院　一須賀763-6
　狂犬病予防注射費用2,750円
　注射済票交付手数料550円
　☎(93)6632
※必ず事前に予約をお願いします。
《新しく犬を飼いはじめたとき》
　犬の登録は、随時住民生活課で
受け付けています（登録手数料
3,000円）。
※飼い犬が死亡したり、登録事項
　に変更があった場合は、届け出
　てください。
※死亡の届け出は電話または、次
　のQRコードからも手続きがで
　きます。
 

▷問い合わせ　住民生活課衛生係
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　子どもの進路相談(奨学金の相
談など)や教育に関する悩み相談
を行っています。
▷日時　月～金曜日(祝日を除く)
　午前９時～午後５時
▷場所　役場１階　教育課

　令和５年４月分から支給額が変
更されます。

▷支給額
　月額27,300円→27,980円
▷支給対象　満20歳以上の在宅
　の人で、身体または精神に著し
　く重度で永続する障がい(知的
　障がいを含む)があるため、日常
　生活に常時特別の介護を必要と
　する人
▷支給できない人　
①病院などに３か月を超えて入院
　している人
②施設に入所している人
③本人、配偶者、扶養義務者の所得
　が一定額以上ある人

▷支給額　
　月額14,850円→15,220円
▷支給対象　満20歳未満の在宅
　の人で、身体または精神に重度
　で永続する障がい(知的障がい
　を含む)があるため、日常生活に
　常時の介護を必要とする人
▷支給できない人　
①障がい年金などの障がいを支給
　理由とする年金を受給している
　人
②施設に入所している人
③本人、配偶者、扶養義務者の所得
　が一定額以上ある人
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課
　社会福祉係

262023.4

※保育士が子育ての相談に応じます。気軽にお越しください。
※祝日 (振替休日含む )は休みます。
▷問い合わせ　おやこ園

河南水道センター
（93）2500

近つ飛鳥小学校
（93）3200

かなん桜小学校
（93）2815

町立中学校
（93）2263

中村こども園
（93）6866

ぷくぷくドーム
（93）8866

大宝地区公民館
（93）6580

中央公民館および図書館
（やまなみホール）

（93）6222石川こども園
（90）2068

時　間 場　所 対　象　児　童名称・日程

おはなし会
21日(金)

ベビーしゅっぽっぽ
25日(火)申込制

イングリッシュタイム
スカーニャ先生と
英語であそぼう！
13日(木)
20日(木)

あそびのひろば
こどもえほんしつ
月曜日～土曜日

うたのひろば♪リトミック
さよみん先生とあそぼう！

27日(木)

午前10時～
　　　午後４時

午前11時～
　　11時20分

かなんぴあ１階
あそびのひろば

かなんぴあ１階
あそびのひろば

おやこ園にあそびに
き た お と も だ ち

０  歳  ～  就  学  前

制作コーナー １日(土)～28日(金)は「チューリップ」の
折り紙をします。17日(月)～５月２日
(火)は「こいのぼり」制作をします。

午前10時～
　　　　 11時

かなんぴあ2階
みんなのへや ２か月～12か月児

赤ちゃんとおかあさんとのふれあいあそび(ベビーリトミ
ック)やお誕生会をします。参加希望の方はおやこ園に申
し込んでください。(電話での申し込み可　先着10組)

かなんおはなし会「どんぐりころころ」が、年齢に合わせ
た楽しいお話を用意してみなさんをお待ちしています。

午前10時30分～
　　　　　 11時

かなんぴあ１階
あそびのひろば

おやこ園にあそびに
き た お と も だ ち

外国人の先生と歌や手遊びをしながら英語に親しみま
す。
13日(木)は「ハッピースタート」です。親子で英語やリ
ズムに親しみ、楽しい時間を過ごしましょう。

午前10時30分～
　　　　　 11時

かなんぴあ１階
あそびのひろば

おやこ園にあそびに
き た お と も だ ち

リトミックインストラクターさよみん先生と、歌やピア
ノに合わせて楽しくふれあい遊びをしながら、リズム感
を養います。

：

進路・教育相談特別障がい者手当と
障がい児福祉手当の
支給額が変更

おやこ園　4月のスケジュール

▷問い合わせ　教育課教育総務係

《特別障がい者手当》

《障がい児福祉手当》
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　学校給食の実施について必要な
事項を審議する運営委員会の公募
委員を募集します。
▷募集人員　２名
▷応募資格　令和５年４月１日現
　在、町内在住の18歳以上の人
　(ただし、町職員、町議会議員、国
　・地方公共団体の常勤職員、他の
　町附属機関などの公募委員は除
　く)。
▷任期　５月１日(火)～令和６年
　４月30日(火)
▷応募方法　応募申込書に必要事
　項を明記の上、「河南町の学校給
　食」をテーマにした作文(400字
　程度)を添付し、持参または郵送
　して下さい。
※応募用紙はホームページでダウ
　ンロードまたは学校給食センタ
　ー窓口で配布
▷募集期限　４月14日(金)　午
　後４時30分必着　　　　　　
　▷申込・問い合わせ
　〒585－0014南河内郡河南町
　大字白木1245番地　町立学校
　給食センター　☎(93)6310

　「性別にかかわらず自分らしく」
をテーマに、町発行の男女共同参
画ニュースなどに掲載する写真を
募集します。
▷応募資格　町在住・在勤・在学の
　人または町団体に所属の人(プ
　ロ・アマは問いません)。
▷応募期間　随時受付
※詳しくは、町のホームページま
　たは窓口で配布するチラシをご

　覧ください。
▷問い合わせ　人権男女共同社会
　室(町住民生活課内)

▷総合開会式　４月２日(日)午前
　９時～(ぷくぷくドーム)
▷軟式野球　４月２日(日)、９日
　(日)、16日(日)、23日(日)　　
　(総合運動場：野球場)
▷卓球　５月21日(日)　　　　
　(ぷくぷくドーム)　
▷バレーボール　４月２日(日)　
　(ぷくぷくドーム)
▷ソフトボール　５月21日(日)
　(総合運動場：野球場)
▷バドミントン　４月23日(日)
　(ぷくぷくドーム)　
▷テニス　４月２日(日)、９日(日)
　(テニスコート)
▷グラウンド・ゴルフ　４月６日
　(木)(総合運動場：野球場)
▷バウンドテニス　５月20日(土)
　(ぷくぷくドーム)
▷参加資格　町在住・在勤・在学で
　編成、または各出場種目の連盟
　に登録されているチーム・個人
※詳しくは各連盟に問い合わせて
　ください。
▷申込・問い合わせ　各連盟、また
　はぷくぷくドーム　　　　　　
　☎(93)8866

　「経営」「財務」「販路開拓」「人材
育成」など創業に必要な基礎知識
が身につく「創業支援セミナー」を
開催します。
▷日時　４月28日(金)、５月12日

　(金)、19日(金)、26日(金)　各日
　午後２時～４時
▷場所　ＬＩＣはびきの(羽曳野
　市軽里１－１－１)　
▷受講料　無料
▷問い合わせ　農林商工観光課商
　工観光係

▷日時　４月26日～11月29日
　(毎週水曜日)(５月３日(水・祝)、
　８月16日(水)を除く)各日午後
　１時～２時30分(全30回)
▷場所　大宝地区公民館
▷対象　手話に興味のある人
▷定員　20人(先着順)
▷講師　手話サークル「たけの子」
▷参加費　無料
▷申込方法　４月26日(水)まで
　に電話または、窓口で申し込ん
　でください。
※４月26日以降の申込は随時相
　談してください。
▷参加・問い合わせ　高齢障がい
　福祉課社会福祉係

　タブレット端末を使って、ゲー
ム感覚で楽しく認知機能がチェッ
クできます。
※認知症の診断ではありません。
▷日時　４月27日(木)　午後１
　時～３時(１人30分)
▷対象　町在住の65歳以上の人
▷場所　役場１階　相談室２
▷定員　先着５人(予約制)
▷参加費　無料
▷持ち物　眼鏡など
▷申込・問い合わせ　地域包括支
　援センター(高齢障がい福祉課内)
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役場・かなんぴあ
（93）2500

富田林市消防本部
（23）0119

( 河南分署 )
（90）3119

町立学校給食センター
運営委員会委員の募集

令和５年度
創業支援セミナー

手話教室参加者募集

脳きらめきチェック

男女共同参画
フォト作品募集

第47回町体育協会
スポーツ大会
4月2日（日）開幕

４月のボランティアサロンは休みます
▷問い合わせ　町ボランティアセンター(町社会福祉協議会内)　☎(93)6299
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大
阪
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河
内
郡
河
南
町
大
字
白
木

-
ホームページアドレス

:https://w
w
w
.tow
n.kanan.osaka.jp/ ■町の人口 （令和5年2月28日現在）

14,965人 前年同月より151人減
男　7,314人
女　7,651人

■世帯数 6,676世帯 ■町の面積 25.26㎢

　「
初
め
て
河
南
町
に
来
た
時
は
、

エ
ラ
イ
所
に
来
た
っ
て
思
い
ま
し

た(

笑)

」と
語
っ
て
く
れ
る
の
は
、ゆ

う
の
代
表
、麻
田
祐
幹
さ
ん
。

　
し
か
し
、５
年
前
に
お
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
て
以
後
、河
南
町
の
馴
染

み
や
す
い
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　「
大
阪
市
内
で
洋
食
屋
な
ど
の
経

験
を
積
み
、自
分
の
お
店
を
持
と
う

と
河
南
町
に
移
住
し
、お
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。地
域
に
溶
け
込

め
る
か
心
配
で
し
た
が
、来
店
し
て

く
れ
る
地
元
の
お
客
さ
ん
は
、と
に

か
く
明
る
く
て
気
さ
く
な
人
が
多

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、近
く

に
大
阪
芸
術
大
学
が
あ
る
の
で
、ア

ル
バ
イ
ト
は
学
生
さ
ん
に
お
願
い

で
き
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
河
南
町
は
、え
え
町

や
な
と
思
い
ま
す
ね
。」

　
麻
田
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
。お
客
さ
ん

か
ら
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
て
い
な
い

料
理
の
注
文
で
も
可
能
な
限
り
対

応
し
て
い
ま
す
。

　「
メ
ニ
ュ
ー
は
定
期
的
に
更
新
し

て
い
ま
す
。鉄
板
料
理
屋
の
は
ず

が
、ラ
ー
メ
ン
や
カ
レ
ー
な
ど
の
注

文
も
あ
り
、一
体
こ
こ
は
何
屋
さ
ん

な
の
か
と
ツ
ッ
コ
ま
れ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、そ
う
い
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト

に
は
な
る
べ
く
応
え
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。お
客
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
。」と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

お
好
み
焼
き
鉄
板
料
理 

ゆ
う

お好み焼き鉄板料理　ゆう
一須賀768-1　℡080(5637)7261
営業時間　平日：正午～午後11時
　　　　　日祝：正午～午後９時
定休日　木曜日

日
々
、
進
化
中
。

町公式LINEアカウントと
友達になろう！

広報はスマホアプリ
「マチイロ」 で

マチを好きに
なるアプリ

ゆうスペシャルゆうスペシャルゆうスペシャルゆうスペシャル
　「じっくり煮込んだ牛すじを
たっぷりいれて豚とカツオで閉
じ込めて焼き上げました。仕上げ
にチーズたっぷりのトロットロ
オムレツを広げて完成です！
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ど
こ
い
こ
か
な
〜
ん

町
内
の
お
店
と
人
物
を
紹
介
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
コ
ー
ナ
ー

麻
田
　
祐
幹
さ
ん

え
え
や
ん
河
南
町

定
期
的
に
メ
ニ
ュ
ー
更
新

Instagram HP


